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一　一 借家人貢租 織　　機　　賃 租?
工数 徴　収　額 操業織機数 徴　　収　　額 未徴収額
1840 一 一 294 110T　8G－P 36T16G－P
41 30 3T－G． 309渥 162T17GIP52T　5G4P
42 30 3T－G 288％ 93T　2G5P51T5G－P
43 24 2T12G 277渥 54T27GgP 83T24G6P
44 31 3T3G 258％ 79T　2G5P、47T　5G－P
45 『 一 239 83T　7G5P36T22G5P
年平均 『 一 一 87T　5G－P 51T8G－P
たりの織機賃租は土地保有者（Angesessene＞から15G，土地非保有者（Urfangesessene）
から7G5Pであった．）ここで次の合意をみた，（a）年4TlG5Pの手付け金の廃止のた
めにBerutzahlteは25倍額の101T7G　5Pを14日以内に支払う．1846年については手付け金は
徴収されない．（b）土地非保有者についての2GgPの借家人貢租の徴収権が領主から田村
に「譲渡」されるために，山村は本年末に60Tの一時金を領主に支払う．1846年について
はこの貢租は徴収されない．（この60Tのうち20Tは，財産のある借家人（Hausleute）によ
り負担され，40Tは当村の金庫から支出された．）（c）織機賃租徴収権が領主から当村に「譲
渡」されるために，操業中の織機は1　，500　Tの一時金を支払う．それに対して1846年から4
％の利子が付けられる．本年についではこの貢租は徴収されない，（d）償却事務費は当言が
すべて負担する．
　この合意の承認を法律顧問は領主に勧告した．その理由として彼は言う．（i）手付け金の
割当てと徴収は「非常に煩雑」で，「領主もこの貢租に関しては権利の根拠を証明できな
い……．」（ii）転入・転出による絶えざる変動のために借家人貢租の徴収は「非常に厄介で煩
わしい」ばかりでなく，借家人の負担もなにがしか軽減されるべきである．（iii）織機賃租は
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「不承不承にしか」支払われていない．すでに1830年にこれをめぐって多くの苦情書が提出
されており，「暴動は権利者の非常な寛大さと当局の仲介的干渉によってのみ克服」され
たのである．それ以後も，法律によるこの貢租の廃止を求める請願書は止むことがない．
時にはこのような提案は聞き届けられて，領主に適当な補償をすることによって野々が織
機賃租の徴収権を獲得してきた．その上に，領主は，最初の2貢租についてはそうではな
いが，織機賃租については徴収費を負担せねばならなかった．
　翌月の協議において領主は次のように通告した、（a）と（b）については，1846年分の手付け
金の支払を条件として承認するが，（c）の捕償額1，500Tは不十分である．この貢租の年平均
額は87T5G，徴収費は12Tであり，したがって，残額75T5Gの25倍額1，875　Tが一時
金であるべきであるが，切り下げて1，750Tが適当である，と，それに対して当村の代表者
は償却一時金が1　，600　Tまでならよいが，をれ以上は支払えないと主張し，領主も同年12月
にこれを容認した．そして，協定は1847年6月に全国委員会によって承認された。
　「これでもって織機賃租問題は解決したように思われた」が，そうではなかった．「動乱
の1848年がやってきた．」3月27日に当用参事会（村長および2入の村長補佐）は次の請願
を領主に提出した．『現時の諸事件と織布業のまったき不振は，従来平穏であった我々の
村においても人心の緊張を惹き起こした……．Zittau市参事会が織機賃租の永久廃止を承
認……したことが知られた時，すべての入はとくに注目した．そのために，…・・我々も，昨
年償却された織機賃租の一時金と利子を……永久に解放し免除するよう請願する．……我
々の請願の認可によって我々は……村内の安寧秩序を維持したいと希望している，』と．そ
して，この請願は3月29日領主によって聞き届けられたのである。
（Engelmann，　S．　116，　118－125．）
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